
１．始めに

   

　内蒙古自治区の日本語学習者数は中国の他の地域と

比べてかなり多いといわれている．歴史上から見れば，

日本と緊密な繋がりを続けてきたので，日本に対する

イメージが良い，並々ならぬ関心を抱いているモンゴ

ル人は多いからであろう．このような状況からか，内

蒙古自治区での日本語学習者や日本語教育機関は以前

より増加する傾向であり，日本語学科を設置された学

校数もだんだん多くなってきた．筆者の所属している

内モンゴル大学の日本語学科には漢民族日本語学習者

クラスとならび，モンゴル族学習者ための「モンゴル

語母語話者クラス」をも設けている．これも他の大学

と比べて地方的な特色に富んだユニークなところであ

る．小論では内モンゴル大学の日本語学科のモンゴル

語母語話者を対象とする日本語教育法の改善を目的と

する考察を行う．

　内モンゴル大学は１９５７年に設立され，中国少数

民族地区の中で最も早く設立した総合大学であり，日

本語教育が１９７９年に始まって一番早くスタートし

た機関でもある．３３年間にわたって，各分野で活躍

している数多くの日本語人材を育成した．地方特色と
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して，２０００年から日本語学科は元々の中国語母語

話者クラスの他にモンゴル語母語話者クラスも年に一

クラス設置されるようになった．言語の側面からは，

モンゴル語は日本語と同じSOV言語であり，モンゴ

ル語の語順は日本語の語順に極めて近い（亀井他 

1992）．モンゴル語には日本語の助詞や助動詞と同じ

ような働きをする語があり，名詞あるいは動詞の後に

置かれ，さまざまな文法的な意味を表すことから日本

語の文法にはかなり近いと言われている（町田 

2008）．このように，日本語とモンゴル語は類似して

いるため，モンゴル語母語話者の日本語学習者にとっ

て日本語は習得しやすい言語であるとしばしば言われ

る1．上述したいろいろな便利さから考えてみれば，

他言語母語話者と比べ，モンゴル語母語話者クラスの

成績はきっと優れていると考えがちであろう．実はそ

うではない．卒業するまでの成績は中国語母語話者ク

ラスより相当劣っているのは客観的に存在している．

十年間の教学経験の模索を通じ，少しずつモンゴル語

母語話者を対象とする日本語教育法を探ってみたが，

未成熟な考えをここで一つの試みとして提出し，多く

の優秀な日本語教育者と議論してみよう．

　次は，現段階で気づいた問題点及びその改善策につ

いて述べたい．

２．カリキュラムの設置問題

　内モンゴル大学の日本語学科は歴史が長く，一貫し

たカリキュラムと教育大綱が何年間の模索で評価され

るようなものになった．しかし，それはモンゴル語母

語話者学習者を対象として作られたものではなく，す

べての学習者に適用するものである．

　実は，ほとんどのモンゴル語母語話者学習者は生活

環境の制限で，基礎教育のレベルは他の地方と比べて

遅れている．入学当初，中国語さえもろくに話せない

学習者も結構いる．中国語母語話者の学習者と同じカ

リキュラムを要求されるのは適切ではない．同じ授業

科目，同じ卒業単位数，同じレベルの卒論提出など，

多くのモンゴル語母語話者学習者を悩ませている．本

学科では学校の決められた全学共通履修科目のほかに，

日本語学部の決められた必修科目６６単位，選修科目

３３単位，学年論文及び卒業論文８単位をおさめなけ

れば学位記は授けられない．この必修科目の中に，総

合日本語2，高級日本語3，日本語会話，日本文化など

が含まれている．これらの科目は日本語専攻の主幹科

目として，習得しなければならないと思う．これに対

して，日本語概説，読解と作文，日本文学，翻訳，日

本経済貿易などの科目も必修科目と大体同じく重要視

されて，年々開設されている．

　以上の科目の中でモンゴル語母語話者学習者が一番

困っているのは翻訳だろう．四つの学期に分かれて１

２単位もある大切な科目であっても，日本語の中訳，

中国語の日訳とか授業の要としてやってきた．これは

モンゴル語母語話者学習者にとってかなり難しいもの

となっている．日本語をモンゴル語に訳すとか，モン

ゴル語を日本語に訳すのはかなり簡単だが，そもそも

中国語で困っている学習者にいきなり中国語を使わせ

るのは本当に無理なことになるかもしれない．しかし，

どんな苦しくても，その授業の単位をとらなければな

らないから，一生懸命に努力して，四苦八苦で低い点

数でぎりぎり合格できるのはよく見られる光景である．

　したがって，モンゴル語母語話者学習者に適用する

カリキュラムの設定は非常に重要だと思う．文化，文

学などの授業についてモンゴル族固有のものと比較す

るような科目を設置すべきである．そのほか，翻訳の

授業は日本語をモンゴル語に訳すとか，モンゴル語を

日本語に訳すとか学生の得意な母語を利用するのは効

果的なものである．学年論文と卒論の字数，テーマ範

囲などの要求も他の学習者と違うように改善する必要

があるではないか．要するに，カリキュラムと大綱の

修正はモンゴル語母語話者学習者の学習環境を改善す

るため一番大切な任務である．

３．テキストの問題

　現段階で日本語学部の学生に使っている教科書はみ

んないっしょで，モンゴル語母語話者を対象とした専

用教科書は作成していないという現状である．これも

学習者の学習意欲に影響する一要因となる．中国語の

説明付きのテキストは彼らの目の中に親しみにくい，

さらにうまく理解できないなどの大きな差支えになっ

てしまった．

　モンゴル語母語話者クラスが設置されて１２年目に

なり，モンゴル族の日本語人材を２００人以上社会に

送り出した．クラス規模としては過去の２０人から３

０人に増え，毎年の応募者の数も伸びているから，今

後も続けて学習者を募集し，特色として広めていくと

考えられている．だから，モンゴル語母語話者に適用

するふさわしい教科書を作らなければならない．特に

初級段階に使う総合日本語の教科書は文法，表現の解

説や単語の説明は中国語ではなく，モンゴル語を利用



63
日本語学習者の学習効果を高める方法に関する一考察

－モンゴル語母語話者を対象とする－

すれば便利になるにちがいない．言葉のニュアンスを

気軽に身につけられるし，母語説明のついたものをつ

かって，勉強意欲も湧いてくるだろう．

　日本語学部教師の力だけでは解決できないかもしれ

ないが，数多くの日本語を専攻しているモンゴル語母

語話者およびモンゴル語を研究している日本人，中日

両国の研究団体の協力をいただければ，テキスト不適

合の難問を解決できないわけではない．これはモンゴ

ル語母語話者の学習成績を向上するためによく利く方

法であろう．

４．教師の資質及び指導法の問題

　モンゴル語母語話者を対象とする日本語クラスの設

立に伴って，専任教師としてモンゴル語母語話者の日

本語教師も何人かを募集してきた．外国で博士学位を

もらった優秀な人材は高学年の授業しか担当しない現

状にあって，低学年の基礎段階の授業はやはりモンゴ

ル語母語話者の専門教師が足りないのである．入学し

たばかりの学生が日本語勉強の初心者で，中国語がろ

くに話せない実情もあるし，モンゴル語がわからない

教授者に向かって，何語を使ったらいいかという躊躇

いを抱かねばならないだろう．その苦悶は学習者本人

でなければわからないに違いない．したがって，少な

くとも，学習者と教授者の間に意味疎通のための通じ

合う言葉があったほうがいいと考えている．そうすれ

ば，文法の説明，語彙間のニュアンス，本土文化との

異なりとかについて学習者にうまく理解させるように

できるだけでなく，授業活動に大切な学習者と教師と

の協働もできるようになる．要するに，モンゴル語母

語話者を対象とする日本語クラスにとってモンゴル語

がわかる教師陣の改善が必要となっている．

　一方，モンゴル語母語話者を対象とする授業指導法

についてのこともよくよく考えなければならない．日

本語がモンゴル語と似ているものもあり，大変違って

いるものもある．本土文化を沿いながら日本文化への

理解及び日本語能力アップに役に立つものだ．現在，

内蒙古大学では日本語を学習する教育環境は昔と比べ

て整っているが，日本語教授法は固有のものに拘り，

改善のペースが遅れている．日本語学習において，従

来の教師主導の一方向による授業意識から学習者同士

が主体となる双方向活動への意識転換，互いに学びあ

うという覚悟でコース展開しなければならない．日本

語研究室のメンバーをはじめ，招聘された日本人教師

も含め，学生にふさわしい教授法を磨く必要がある．

そのため，授業を担当する教師を積極的に教師研修な

どの形で日本或いは国内一流の大学及び教育研究機関

に派遣して，最新教授法の探求に力を入れるべきだ．

５．モンゴル語母語話者自身の自律学習能力の

　　問題

　モンゴル語母語話者学習者がほとんど草原の奥か都

市を離れた辺鄙な牧畜地帯から来ている．都市生活に

慣れない，他民族文化へのぶつかり，学習効果の不如

意等は学習者の勉強意欲，自信に影響する主な原因に

なっている．入学当初はこつこつ勉強しようと決心し

た学生は学習内容が深まるにつれて成績が下がったり，

落ち込んだりする人も少なくない．もちろん，学生を

勉強意欲が生み出せるのに役目を果たしているのは教

師であるが，学習者の積極的，自主的に授業活動に協

働する意識も大事であろう．学習者が過度的に教師に

依存し，学習の全過程において受動的に授業活動に参

加するのはあまり効果的ではない．そのため，学習者

の勉強意識を引き出し，学習自律性を高めることは最

も大切なことではないか．学習者固有の学習内容がす

べて先生により教えてくる意識を変え，最終目標達成

するための段階的なタスクを設定し，モンゴル語母語

話者学習者にふさわしい学習ストラテジーを引き出し，

以前より優秀な多言語人材をしだいに育成できるに違

いない．

６．終わりに

　本研究は日本語専攻のカリキュラムの設置,学生の

能力に合う日本語テキストの作成,教師の資質及び指

導法の改善,モンゴル語母語話者の自律学習能力アッ

プなどの面からモンゴル語母語話者を対象とする日本

語教育効果の改善を目的として考察を行った．そもそ

も,モンゴル語母語話者を対象とする日本語教育が内

蒙古自治区の特色教育だとも言える．近年，日本に留

学するモンゴル人の数も年々増えているし，日本企業

に就職するモンゴル人も多くなってきた．以上述べた

四つの問題点を改善すれば，学習者の勉強意欲を促進

し,日本語学習者により良い言語学習環境を作り,日本

語学習者の言語学習効果を高めることができるにちが

いない．モンゴル語，中国語，英語，日本語という多

言語が使用できる優れた人材の育成は可能になり，日

中両国が政治，経済，文化などの分野での交流をより

一層深められるだろう．
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用例の出典
1   蘇迪亜，（2010）『ことばの科学』「モンゴル語母語

話者の日本語母音の音声的特徴について」名古屋大

学言語文化研究会 p6
2   日本語教育の基礎段階において，日本語を総合的に

集中して学習する科目である．
3   総合日本語と並び，日本語教育の高級段階において

学習する科目で，上級日本語とも言える．
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